
藤
島
地
域
で
は
、
３
つ

の
小
学
校
と
藤
島
中
学
校

を
一
つ
の
学
校
に
統
廃
合

す
る
小
中
一
貫
校
（
義
務

教
育
学
校
）
を
め
ぐ
り
、

地
域
住
民
の
意
向
を
把
握

す
る
目
的
で
「
藤
島
地
域

小
中
学
校
整
備
検
討
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
、
８
月

１
日
、
第
１
回
会
議
が
藤。

島
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た

委
員
に
は
、
役
職
の
17

人
と
学
識
経
験
者
３
人
、

公
募
４
人
を
委
嘱
し
、
会

長
に
町
内
会
長
会
藤
島
地

区
会
長
の
萬
年
義
憲
氏
、

副
会
長
に
渡
前
地
区
自
治

振
興
会
長
の
近
藤
直
志
氏

を
選
出
し
ま
し
た
。

地
域
の
決
定
を
尊
重

委
員
会
の
設
置
要
綱
に

は
、
第
１
条
で
、
藤
島
地

域
教
育
振
興
会
議
が
提
言

し
た
「
小
学
校
・
中
学
校

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫

校
（
義
務
教
育
学
校
）
整

備
」
に
つ
い
て
、
地
域
の

議
論
を
推
進
し
、
藤
島
地

域
住
民
の
意
向
を
把
握
す

、

。

る
た
め
と
し
て
い
ま
す

今
後
、
各
小
学
校
単
位

の
地
域
懇
談
会
を
設
置
し

て
、
委
員
を
選
出
し
、
委

員
会
は
地
域
の
決
定
を
尊

重
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

東
栄
小
や
渡
前
小
の
地

域
で
、
小
学
校
の
廃
校
に

反
対
の
意
見
が
多
数
と
な

れ
ば
、
小
中
一
貫
校
（
義

務
教
育
学
校
）
を
止
め
る。

こ
と
は
可
能
と
な
り
ま
す

校
舎
の
建
築
年
度

こ
れ
ま
で
小
中
一
貫
校

の
推
進
で
は
、
小
規
模
校

の
否
定
論
や
、
藤
島
小
学

校
の
改
築
が
遅
れ
る
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
規
模
校
の

方
が
不
登
校
や
い
じ
め
、

学
級
崩
壊
な
ど
、
問
題
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

校
舎
の
建
築
年
度
を
調

べ
て
み
れ
ば
改
築
は

藤

、

、「

中
」
の
後
は
「
大
山
小
」

と
「
上
郷
小
、
次
に
「
あ

」

さ
ひ
小
、
そ
の
次
に
「
６

」

小
と
藤
島
小
」
が
候
補
に

あ
が
り
ま
す
。

平
成
大
合
併
後
は
、
２

０
０
７
年
度
と

年
度
に

09

は
、
１
年
に
２
校
改
築
し

て
い
ま
す
（

。

左
表
）

藤
小
の
改
築
は
順
次
、

日
程
に
の
ぼ
り
ま
す
。

「
令
和
７
年
度
か
ら

全
市
で
」
は
撤
回

小
中
一
貫
教
育
の
「
可

否
」
に
つ
い
て
、
市
民
レ

ベ
ル
の
意
見
は
、
１
月
29

日
か
ら
２
月
９
日
ま
で
募

集
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
、

人
か
ら
１

29

０
２
件
が
提
出
さ
れ
、
反

対
や
異
論
が

件
と

％

98

96

を
占
め
ま
し
た
。

そ
の
た
め
「
鶴
岡
型
小

、

中
一
貫
教
育
」
は
「
行
政

計
画
」
と
し
て
は
策
定
せ

ず
「
令
和
７
年
度
か
ら
進

、
め
て
い
く
」
は
事
実
上
、

撤
回
と
な
り
ま
し
た
。

通
学
の
悪
化
は
「
教

育
権
」
を
侵
害
す
る

、

小
中
一
貫
校
と
な
れ
ば

段
差
の
な
い
９
年
間
で
、

「

」

や
り
直
し
が
き
か
な
い

「
小
学
生
か
ら
中
学
生
へ

飛
躍
が
で
き
な
い
「
ネ
ガ

」

テ
ィ
ブ
な
子
ど
も
が
多
く

な
る
」
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
多
数
で
す
。

、

教
職
員
も
多
忙
と
な
り

「
私
を
変
え
た
先
生
と
の

出
会
い
」
が
薄
れ
ま
す
。

統
合
に
伴
う
通
学
条
件

の
悪
化
で
子
ど
も
の
教

、

「

育
権
」
を
侵
害
す
る
と
い

う
問
題
が
浮
上
し
ま
す
。

大
人
の
生
活
や
地
域
の

存
続
に
と
っ
て
も
、
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。

パ
ブ
コ
メ
で
寄
せ
ら
れ

た

件
の
問
題
を
、
て
い

98
ね
い
に
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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小
学
校
単
位
の
地
域
懇
談
会
で
、
反

対
の
意
見
が
多
数
に
な
れ
ば

「
小
中

、

一
貫
校
」
を
止
め
ら
れ
る

藤島地域小中学校整備検討委員会　委員名簿　（令和６年８月１日）

区分 No 役職 備考氏名

第１号

1 藤島地区自治振興会長 齋藤　昭彦

2 東栄地区自治振興会長 高橋　和夫

3 八栄島地区自治振興会長 成田　信一

4 長沼地区自治振興会長 高橋　俊一

5 渡前地区自治振興会長 副会長近藤　直志

第２号

6 町内会長会藤島地区会長 会長萬年　義憲

7 町内会長会東栄地区会長 高山　与一

8 町内会長会八栄島地区会長 小鷹　昭雄

9 町内会長会長沼地区会長 深井　耕一

10 町内会長会渡前地区会長 成澤　弘明

第３号

11 藤島小学校ＰＴＡ会長 阿部　貴志

12 東栄小学校ＰＴＡ会長 渋谷　裕　

13 渡前小学校ＰＴＡ会長 浅賀　雄　

14 藤島中学校ＰＴＡ会長 星川　洋平

15 いなば幼稚園保護者会副会長 佐藤　泰浩

16 藤島こりす保育園保護者会長 斎藤　謙介

17 藤島くりくり保育園保護者会長 安在　堅　

第４号

18 学識経験者 元藤島小学校長渡部　敬　

19 学識経験者 元東栄小学校長遠田　良弘

20 学識経験者 元藤島中学校長西脇　庸　

第５号

21 公募 藤島小学校校友会会長今野　良和

22 公募 藤島スポーツ協会会長太田　功　

23 公募 いなば幼稚園園長百瀬　裕慶

24 公募 渡前小学校同窓会監事成澤　啓雄

小中学校の校舎の建築年度

1藤島中学校 1968

2大山小学校 1971

3上郷小学校 1972

4あさひ小学校 1975

5朝暘第六小学校 1976

6藤島小学校 1976

7あつみ小学校 1979

8鶴岡第四中学校 1979

9西郷小学校 1980

10鶴岡第一中学校 1980

11黄金小学校 1983

12東栄小学校 1984

13羽黒小学校 1985

14京田小学校 1986

15櫛引東小学校 1987

16大泉小学校 1988

17朝暘第三小学校 1989

18斎小学校 1989

19渡前小学校 1989

20広瀬小学校 1989

21豊浦小学校 1993

22櫛引西小学校 1994

23豊浦中学校 1994

24朝暘第二小学校 1997

25鶴岡第五中学校 1997

26温海中学校 1997

27櫛引中学校 2000

28湯野浜小学校 2003

29櫛引南小学校 2007

30鶴岡第二中学校 2007

31朝暘第一小学校 2009

32鼠ヶ関小学校 2009

33羽黒中学校 2012

34朝暘第四小学校 2014

35朝日中学校 2015

36鶴岡第三中学校 2018

37朝暘第五小学校 2024
鶴岡市学校施設長寿命化計

画(令和３年３月)から作成



秋
田
県
鹿
角
市
で
取
り

か

づ

の

し

組
ま
れ
て
い
る
『
医
師
不

足
の
解
決
め
ざ
す
住
民
運

動
ー
問
題
の
カ
ギ
は
医
療

の
外
に
あ
る
』
が
、
８
月

１
日
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

著
者
は
、
秋
田
県
厚
生

農
業
協
同
組
合
連
合
会
の

元
職
員
で
鈴
木
土
身
ど

、

（

み
）
さ
ん
。

鈴
木
さ
ん
の
父
・
鈴
木

文
熹
あ
や
き
さ
ん
故

（

）

（

人
）
は
、
庄
内
労
農
大
学

の
関
係
で
鶴
岡
と
も
深
い

関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

『
お
医
者

著
者
の
前
著

さ
ん
も
来
た
く
な
る
地
域

は
、

（
ま
ち
）
づ
く
り
』

民
報
２
０
２
０
年

月
８

11

日
号
で
紹
介
し
ま
し
た
。

住
民
運
動
２
冊
目
の
本

で
、
横
山
壽
一
金
沢
大
学

名
誉
教
授
が
「
こ
こ
に
は

、

地
域
医
療
の
あ
り
方
と
進

む
べ
き
道
が
鮮
や
か
に
示

さ
れ
て
い
る
」
と
本
の
帯

。

で
推
薦
し
て
い
ま
す
。

医
師
不
足
の
解
決
を
目

指
す
住
民
運
動
は
、
２
０

２
４
年
時
点
で

年
を
経

18

過
し
、
長
期
間
続
け
て
い

ま
す
。

病
気
や
医
療
で
住
民
の

「

」

、

困
っ
た
証
言
を
集
め

地
域
調
査
を
お
こ
な
い
、

「
生
き
づ
ら
さ
」
は
な
ぜ

な
の
か
、
そ
の
解
決
策
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
「
医
師

、

不
足
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を

解
明
し
、
住
民
が
望
む
地

域
医
療
の
姿
を
提
案
し
て

い
ま
す
。

「
地
域
の
縮
小
」
に

敏
感
に
な
る

日
本
の
医
師
は
「
人
口

、

が
よ
り
多
い
地
域
」
に
よ

り
多
い
。

秋
田
県
で
も
、
秋
田
市

に
一
極
集
中
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
日
本
の
医
療

政
策
が

公
共
か
ら
採

、「

」

「

算
重
視
（
営
利
化
」
に
転

）

換
し
た
こ
と
に
あ
る
。

地
方
の
人
口
は
な
ぜ
減

っ
た
の
か
。

農
産
物
自
由
化
が
促
進

さ
れ
、
農
家
は
故
郷
を
離。

れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

「
地
域
の
縮
小
」
を
感

じ
る
場
面
が
増
え
「
生
き

、

る
意
欲
」
が
見
い
だ
し
に

く
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

私
た
ち
は
「
地
域
の
縮

、

小
」
に
対
し
て
、
敏
感
に

な
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
づ
く
り
に
学
ぶ
例

と
し
て
、
鶴
岡
市
の
「
ク

ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館
」
も
取

（

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
62

頁
。）「地

域
の
縮
小
」
の
芽

を
ス
ル
ー
し
な
い
（
見
逃

）

、

さ
な
い
と
い
う
視
点
は

藤
島
地
域
の
小
中
学
校
を

一
つ
に
統
廃
合
す
る
動
き

に
も
、
敏
感
に
な
る
こ
と

と
思
い
ま
し
た
。

管
料
は
？
そ
こ
か
ら
誰
が

学
校
に
運
ん
だ
？
学
習
は

給
食
の
時
間
？
そ
れ
と
も

氷
の
と
け
る
音
を
聞
く
ん。

だ
か
ら
理
科
の
時
間
か
ナ

自
衛
隊
の
仕
事
の
勉
強
な

ら
社
会
科
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
何
年
生
に
教
え
る

ん
だ
と
指
導
要
領
に
あ
る

ん
だ
ろ
う
か
。

▲
指
導
要
領
に
あ
る
ん
だ

と
し
た
ら
、
全
国
の
学
校

で
実
施
し
な
け
り
ゃ
、
学

力
に
も
経
験
に
も
差
が
出

る
じ
ゃ
な
い
ノ
？

そ
れ

を
自
分
の
選
挙
区
だ
け
で

や
る
か
ら
問
題
に
な
る
ん

で
、
全
国
で
や
れ
ば
問
題

に
な
ら
な
い
よ
。

▲
そ
ん
な
こ
と
は
分
か
っ

て
い
て
も
、
防
衛
副
大
臣

で
は
そ
こ
ま
で
は
出
来
な

い
で
し
ょ
う
。
な
の
に
、

南
極
の
氷
を
彼
が
自
由
に。

扱
え
た
の
は
何
故
な
ん
だ

こ
こ
が
最
大
の
問
題
だ
。

副
大
臣
の
命
令
で
動
く
南

極
調
査
隊
じ
ゃ
な
い
。
公

選
法
だ
け
の
問
題
じ
ゃ
な

い
。
税
金
を
投
入
し
て
採

取
し
た
南
極
の
氷
は
貴
重

な
も
の
で
、
政
治
の
私
物

化
の
問
題
だ
（
石
川
）

。

し
た
。

、

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
は

「

」

戦
時
中
は
大
東
亜
戦
争

と
呼
称
さ
れ
、
西
洋
諸
国

の
植
民
地
化
で
苦
し
む
亜

細
亜
の
同
胞
を
解
放
す
る

盟
主
日
本
に
な
る
と
教
え

政
治
の
私
物
化
だ
よ

、

今
の
俺
な
ら
焼
酎
だ
が

南
極
の
氷
が
手
に
入
っ
た

と
し
た
ら
貴
方
は
、
何
に

使
っ
て
み
た
い
で
す
か
。

焼
酎
な
ら
ど
ん
な
味
が
す

る
ん
だ
ろ
う
か
・
な
ん
て

思
う
ん
で
す
よ
。

▲
南
極
の
氷
を
防
衛
副
大

臣
が
、
子
ど
も
た
ち
に
ご

馳
走
し
た
ん
だ
と
。
氷
の

と
け
る
音
を
聞
か
せ
る
為

だ
と
か
。
父
兄
は
そ
の
氷

の
事
を
知
っ
て
い
る
訳
だ

か
ら
、
俺
の
ウ
ヰ
ス
キ
ー

に
も
と
思
っ
た
父
兄
は
い。

な
か
っ
た
か
ナ
・
な
ん
て

▲
今
報
道
さ
れ
て
い
る
学

校
の
前
に
、
４
つ
の
学
校

で
も
海
上
自
衛
隊
の
話
を

し
、
氷
が
と
け
る
音
を
聞

か
せ
、
味
見
さ
せ
て
い
た

よ
う
だ
。
そ
の
氷
は
も
う

何
人
分
ぐ
ら
い
あ
る
ん
だ

ろ
う
か
。
悪
い
事
を
し
て

い
る
ん
だ
っ
た
ら
止
め
る、

な
ん
て
言
っ
て
い
た
か
ら

ま
だ
ま
だ
あ
る
ん
だ
よ
。

▲
し
か
し
そ
の
氷
は
何
処

に
保
管
さ
れ
て
、
そ
の
保

明
治
前
・
中
期
の
天
皇

観
の
思
想
的
土
台
を
作
っ

た
一
人
が
福
沢
諭
吉
で
あ

る
。『

脱
亜
論
（
明
治
１
８

』

年
刊
）
で
、
ア
ジ
ア
へ
の

進
出
を
行
う
べ
し
と
主
張

東
田
川
史
跡
物
語

「
天
皇
陛
下
の
た
め
な
ら

ば
」

青
山

崇

込
ま
れ
た
。

明
治

年
日
清
戦
争
が

27

始
ま
る
と
、
戦
意
高
揚
を

図
る
論
説
を
発
表
し
た
。

ま
た
平
壌
が
陥
落
す
る

と
、
福
沢
は
、
我
軍
の
大

勝
利
は
、
天
皇
陛
下
の
威

霊
と
将
校
以
下
の
忠
勤
に

よ
る
も
の
と
喜
び
、
状
況

に
よ
っ
て
は
清
国
ま
で
の

進
出
に
、
天
皇
の
出
陣
ま。

で
構
想
し
て
い
た
と
い
う

明
治
初
期
の
福
沢
は
、

天
皇
は
政
治
社
会
と
は
直

接
関
係
を
持
た
ず
、
国
民

の
精
神
・
軍
人
の
心
を
良

く
把
握
す
る
こ
と
。
官
と

民
の
関
係
を
良
く
保
つ
こ

と
。
そ
し
て
日
本
固
有
の

伝
統
文
化
を
保
護
・
発
展。

さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
た

と
こ
ろ
が
、
日
清
戦
争

を
契
機
に
前
記
の
よ
う
に

転
身
す
る
の
で
あ
る
。

、

そ
し
て
こ
の
天
皇
像
は

の
昭
和
天
皇
時
代
に

写
真

完
成
し
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の

国
民
が
「
天
皇
陛
下
の
た

め
な
ら
ば
」
命
を
捧
げ
、

野
蛮
な
こ
と
も
行
な
う
非

人
間
に
さ
れ
て
い
っ
た
。

鈴
木
土
身
『
医
師
不
足
の
解
決
め
ざ
す
住
民
運
動
ー
問

題
の
カ
ギ
は
医
療
の
外
に
あ
る

（
日
本
機
関
紙
出
版
セ

』

）
）

ン
タ
ー
２
０
２
４
年
８
月
１
日
・
１
５
４
０
円(

税
込

『

』

鈴
木
土
身

医
師
不
足
の
解
決
め
ざ
す
住
民
運
動

「
地
域
の
縮
小
」の
芽
を
ス
ル
ー
し
な
い


